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宇山 翠 
 
産業集積のダイナミズム 
――両毛地域における織物から機械への再編―― 
 
 
Ⅰ 課題と方法 
１．本論文の課題 
産業集積とは，ある特定の地域に相互に関連性の深い業種の企業が集中して立地してい
る状態のことである。ある特定地域に企業が集積されることによって産業集積は独自の構
造と地理的範囲そして機能をもつことになる。集積の構造とは集積内の分業構造のことで
あり，集積の機能とは，専門化を進展させる機能，技術や受注可能領域を拡大させる機能，
分業の調整費用を低下させる機能など企業間ネットワークに基づく機能のことである。こ
のような産業集積の機能は，産業構造の変化や需要の変化に対する中小企業の柔軟な対応
を可能にし，その結果産業集積の維持も可能にする条件の一つである。産業集積研究の進
展の中でこうした，いわば「産業集積の柔軟性」に注目が集まるようになった。 
しかし，かつて日本の一大産業であった繊維産業の集積地域のように，市場の縮小とと
もに集積の衰退を余儀なくされた地域も少なくない。産業集積が形成されていても，実際
にはそのメリットを活かせず環境変化に対応できない地域が数多く存在するのである。と
ころがその一方で，両毛地域，浜松地域，諏訪地域のように，環境変化にさらされながら
も，繊維から機械への産業集積の再編を経験した地域が存在する。これらの地域は，日本
の機械工業集積の重要な位置を占めているものの，その再編過程についてはこれまで十分
に研究がされてこなかった。現実には産業集積が衰退する地域が多い中で，何故これらの
地域では産業集積が衰退せずに再編されたのか，その過程には何らかのダイナミズムが働
いていたと考えられる。 
以上の問題意識から，本論文では，産業集積の再編を経験した地域の典型として，群馬
県太田市，桐生市，栃木県足利市を中心とする両毛地域を取り上げ，両毛地域における産
業集積のダイナミズムを明らかにすることを課題とする。ダイナミズムの詳細を明らかに
するために，本論文では，戦前（～1938 年），戦時期（1938 年～1945 年），戦後復興期（1945
年～1955 年），高度成長期（1955 年～1973 年），低成長期（1973 年～1990 年）を一貫し
て考察することにする。低成長期までを対象とするのは，両毛地域の産業集積の再編がこ
の時期にほぼ完了するからである。 
なお，本論文では，産業集積一般のダイナミズム，すなわち，大田区や東大阪市のよう
な「大都市型」集積や「企業城下町型」集積など，集積一般に共通するダイナミズムでは
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なく，産業集積のダイナミックな再編を経験した両毛地域独自のダイナミズムを明らかに
することを目的としている。したがって，既存の産業集積研究を参考にしながらも，従来
の産業集積地域の類型に位置づけるのではなく，両毛地域独自の構造を把握することを重
視する。また，実際には戦後両毛地域の機械工業は自動車産業や家電産業，その他多様な
産業の発展が見られたが，自動車が地域の中心的な産業であるため，本論文では自動車産
業を中心に取り上げ，自動車関連の企業を分析の中心に据えている。 
 
２．分析視角と方法 
本論文では，以下の５つの分析視角から産業集積のダイナミズムを考察する。 
第１に，主軸産業の変化である。主軸産業とは集積形成の軸となる産業のことである。
主軸産業の変化は，産業発展と中央・地方政府の政策の展開によって規定されている。そ
のため，地域の産業構造の中心を占める産業の動向や戦時統制政策，産業政策の検討を通
じて，主軸産業の変化を把握する。 
第２に，中核企業の展開である。中核企業とは完成品メーカーやその一次サプライヤー
など，集積に需要を持ち込む役割を果たす企業のことである。中核企業を集積の再編を主
導する主体として位置づけ，主軸産業の変化と共に中核企業がどのように変化し，集積に
どのような影響を与えたのか，考察する。 
第３に，集積内の個別企業の展開である。個別企業は集積や個別企業内部に蓄積された
経営資源を動員しながら，事業転換を通じて主軸産業の変化や中核企業の展開に適応し続
けている主体である。こうした適応過程で，集積の再編に影響を与えるような中核企業に
成長する企業も生まれてくる。すなわち，個別企業は自らを変化させることによって，産
業集積のダイナミズムを生み出す主体なのである。したがって，本論文では個別企業の事
業展開の分析に注力する。 
第４に，産業集積の変化である。産業集積は構造と地理的な範囲と機能を持っている。
集積の構造とは集積内に形成された分業構造のことであり，垂直的あるいは水平的な方向
に様々な構造をとり得る。集積の機能とは，第１章で論じるように，集積の構造によって
生まれる企業間ネットワークの諸機能（取引コストの削減，受注機能の拡大，情報交換な
ど）のことである。主軸産業の変化や中核企業および個別企業の展開によって産業集積は
構造と範囲そして機能を変化させていくのである。 
第５に，経営資源の動員と蓄積である。経営資源とは，個別企業内に蓄積されている技
術，資金，設備・資材，人材，企業家精神などのことであり，また，個別企業は集積の機
能（企業間ネットワークの諸機能）も経営資源として動員する。主軸産業の変化や中核企
業の展開への適応過程で，個別企業がどのような経営資源を動員したのか，またその適応
過程で新たにどのような資源が蓄積されたのか，さらにどのような集積の機能が経営資源
として蓄積されたのかを検討する。本論文では動員される企業間ネットワークの諸機能を
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企業間ネットワークあるいはネットワークとして表記する。 
以上のように，本論文では５つの分析視角に基づき，時代ごとに産業集積の再編過程を
考察し，産業集積のダイナミズムを明らかにする。すなわち，主軸産業の変化と中核企業
の展開に対して集積内の個別企業がどのように適応し，その結果産業集積がどのように再
編されたのか，またその適応過程で集積あるいは集積内の個別企業にどのような経営資源
が蓄積されたのか，そしてそれがどのような形で次の展開を可能にしたのかを明らかにす
る。以上５つの分析視角を採るために，本論文では統計データなどマクロ的なデータだけ
でなく，筆者のヒアリング調査記録や社史などミクロ的なデータを用いて分析を行うこと
にする。 
 
 
Ⅱ 本論文の内容 
１．構成 
序章 課題と方法 
１．本論文の課題 
２．先行研究 
（１）産業集積研究 
（２）産業集積の再編に関する研究 
（３）両毛地域を対象にした研究  
３．分析視角と方法 
４．本論文の構成 
 
第１章 両毛地域における産業集積 
１．課題 
２．産業構造の特徴：『工業統計』による分析 
（１）北関東における両毛地域の位置 
（２）太田市：輸送機器への特化 
（３）足利市：繊維産業から機械工業へ転換 
（４）桐生市：繊維産業から機械工業へ転換 
（５）太田，足利，桐生の産業構造の特徴 
３．産業集積一般の機能 
４．両毛地域における産業集積の構造と機能 
（１）機械工業の分業構造 
（２）企業間ネットワークの諸機能 
５．小括 
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第２章 両毛地域における織物産地の解体と機械工業集積への再編――戦前，戦時期―
― 
１．課題 
２．戦前における織物産地の概要 
（１）桐生産地 
（２）足利産地 
（３）機屋，織物機械業者の展開 
（４）織物機械工業の展開 
３．戦時統制政策の展開と影響：織物産地の解体 
４．中島飛行機の生産拡大と下請工場の編成 
（１）中島飛行機の中核企業化 
（２）中島飛行機の下請工場：概観 
（３）疎開企業の進出と下請工場化 
（４）機屋，織物機械業者の下請工場化 
５．織物産地の機械工業集積への再編 
６．小括 
 
第３章 両毛地域における織物産地の変容と機械工業集積の形成――戦後復興期，高度
成長期―― 
１．課題 
２．戦後復興期における織物産地と機械工業 
（１）織物産地の復興 
（２）中島飛行機の解体と富士重工業の設立 
（３）疎開企業の残留 
（４）中島飛行機の下請工場の転身 
（５）中島飛行機の技術者らによる創業 
（６）復興期における織物集積の復興と機械工業の存続 
３．高度成長期における織物産地の変容 
４．自動車産業の成長と産業政策の展開 
（１）自動車産業の成長 
（２）機械工業の育成政策 
（３）繊維産業政策 
５．機械工業集積の形成 
（１）疎開企業：一次サプライヤーへ 
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（２）地元企業：一次，二次サプライヤーへ 
（３）機械工業集積の形成 
６．小括 
 
第４章 両毛地域における織物産地の衰退と機械工業集積の発展――低成長期――  
１．課題 
２．織物産地の衰退と繊維産業政策 
３．自動車産業の急成長 
４．工業団地の造成と企業進出 
５．機械工業集積の発展 
（１）疎開企業：一次サプライヤーとして発展 
（２）地元企業：一次，二次サプライヤーとして発展 
（３）機械工業集積の発展 
６．小括 
 
第５章 産業集積の比較分析――諏訪地域を対象として―― 
１．課題 
２．戦前，戦時期：製糸業から軍需品生産へ 
（１）製糸業の発展と衰退 
（２）工場疎開，軍需品生産 
３．戦後：精密機械産業からエレクトロニクス産業へ 
（１）精密機械産業の発展 
（２）エレクトロニクス産業の発展 
４．比較分析：５つの分析視角から 
５．小括 
 
終章 結論 
１．産業集積の再編と個別企業の展開 
２．産業集積のダイナミズム 
３．今後の課題 
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（２）要約 
第１章では，桐生，足利の織物の集積が両毛地域の機械工業集積に再編されている現状
を明らかにし，本論文の分析対象と課題を明確にした。まず，経済産業省「工業統計調査」
（太田市，足利市，桐生市の事業所数，従業者数，製造品出荷額等の推移）から把握でき
た特徴は次の２点である。１点目は，繊維産業中心であった足利市，桐生市の産業構造が
機械工業中心の産業構造に転換していることである。２点目は，戦後太田市の機械工業が
輸送機器を中心に著しい伸びを示していることである。 
次に，筆者のヒアリング調査記録を用いて両毛地域の機械工業の分業構造を分析し，両
毛地域に機械工業の分業構造が形成されていることを示した。その上で，受注機能の拡大，
取引コストの削減や情報交換や仕事の融通，事業転換の容易さといった企業間ネットワー
クに基づく多様な機能が両毛地域において存在することを明らかにした。 
これまで太田は機械工業の集積地域として把握されてきたが，実際には足利，桐生を含
めた両毛地域に機械工業の分業構造が形成されており，両毛地域を範囲とした集積の機能
が存在するため，これらの地域を一体として，すなわち両毛地域を機械工業の一つの集積
地域として捉える必要があると主張した。 
 
第２章から第４章にかけて，桐生，足利の織物集積から両毛地域の機械工業集積への再
編過程を序章で示した５つの分析視角に基づき考察を行った。 
 
第２章では，戦前，戦時期を対象に集積の再編過程を考察した。戦前の桐生，足利の主
軸産業は織物業であり，桐生，足利は日本有数の絹織物産地であった。桐生，足利はそれ
ぞれ独立した集積地域であり，多数の中小企業から成る機業集団，すなわち，機屋，染色
業者，整経業者，撚糸業者等によって独自の織物が生産されていた。桐生，足利の織物産
地の繁栄と共に織物機械の需要も増加し，桐生，足利には織物機械業者や織物機械の部品
業者，修理業者など織物の製造に関連した織物機械工業が形成された。 
戦時期に入ると，戦時統制政策によって機屋は織機の供出を余儀なくされ，織物機械業
者も織物機械の生産が出来なくなり，桐生，足利の織物産地は解体に至った。主軸産業は
織物業から航空機産業へと変化し，中島飛行機が両毛地域の中核企業として台頭した。そ
れに伴って，機屋や織物機械業者，疎開企業らは中島飛行機の下請工場あるいはその関連
工場へ転換して航空機部品・設備等を生産するようになり，両毛地域に中島飛行機を核と
した機械工業の集積が形成された。すなわち，戦時期に足利，桐生の織物の集積は，両毛
地域の機械工業集積に再編されたのである。 
このような戦時統制政策や主軸産業の変化，中島飛行機の台頭に加えて，織物機械の製
造技術，労働力，技術者，資金，企業家精神，設備・資材，ネットワークといった集積あ
るいは集積内で蓄積された経営資源も，戦時期の集積の展開を支える重要な要因であった。 
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第３章では，戦後復興期，高度成長期における集積の再編過程を考察した。戦後両毛地
域の主軸産業は航空機産業から織物業に再転換する中で，中島飛行機を核とした機械工業
集積は解体され，戦時期に解体した桐生，足利の織物集積が復興を遂げた。織物集積の復
興は主軸産業の変化に適応し，中島飛行機の下請工場から織物機械の製造業者に転身した
企業によって支えられていた。一方で，中島飛行機の下請工場や技術者らは織物機械以外
にも家庭用品や金型など様々な製品分野で事業を展開することによって存続していた。戦
時期の機械工業の展開過程で蓄積した航空機の製造技術や資材といった経営資源がこれら
の多様な展開を可能にしたのである。 
高度成長期に入ると，両毛地域の主軸産業が織物業から自動車産業へと転換し，桐生は
織物産地として発展を遂げたが，足利では産地独自の織物（足利銘仙）が生産されなくな
り，織物産地として衰退していった。また，この時期に採られた産業政策（繊維産業政策，
機械工業の育成政策）は，織物業からの事業転換や機械工業の発展を促進する効果をもっ
た。 
こうした主軸産業の変化と産業政策の展開に適応し，両毛地域には自動車の一次サプラ
イヤーとなる中核企業が新たに生まれた。これらの中核企業は，機屋，織物機械業者など
の地元企業，戦時期に疎開し戦後残留した企業，他地域から進出した企業など出自が多様
であり，太田だけでなく足利，桐生にも立地していた。両毛地域に新たな中核企業が誕生
することによってその下請企業に転換する企業や新規創業企業が増加し，一次，二次，三
次という分業構造が形成されることによって，両毛地域を範囲とした機械工業集積が形成
されたのである。そこには，企業間ネットワークに基づく取引コストの削減や受注機能の
拡大といった集積の機能も生じていた。 
このように，高度成長期の機械工業集積の形成を促進したのは，主軸産業の変化，中核
企業の増加，産業政策であり，また，復興期に培った機械工業の技術や資金，企業家精神，
設備・資材，ネットワークといった集積あるいは集積内の個別企業に蓄積された経営資源
も高度成長期の集積の展開を支えていた。 
 
第４章では，低成長期の集積の再編過程を考察した。低成長期に入ると，高度成長期ま
で織物産地として発展していた桐生も衰退の一途を辿り，繊維産業政策も繊維産業の保
護・育成から他産業への事業転換が明確に打ち出されるようになった。その一方で，日本
の自動車産業が輸出を軸に急拡大し，両毛地域でも自動車産業が主軸産業として急速に発
展した。 
こうした自動車産業の発展に適応して，地元企業（機屋，織物機械業者）と疎開企業，
高度成長期の進出企業に加えて，新たに太田市や足利市の工業団地に進出した企業が両毛
地域の中核企業として展開するようになった。このように両毛地域に中核企業が一層増加
することによって，事業転換する企業や新規創業企業が増加し，集積内の企業の専門化も
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進展し，現在につながる機械工業の分業構造が確立したのである。また，受注機能の拡大
や取引コストの削減，企業間ネットワークといった集積の機能も高まり，機械工業集積と
して発展していった。また，このような集積の再編過程には高度成長期までに集積あるい
は集積内の個別企業に蓄積された資金，技術，企業家精神，ネットワークといった経営資
源が動員された。 
以上のように，両毛地域の産業集積あるいは個別企業が，蓄積された経営資源を動員し
ながら主軸産業の変化や中核企業の展開に適応した結果，低成長期に桐生，足利の織物の
集積は両毛地域の機械工業集積へと再編されたのである。1990 年代以降も桐生，足利では
機屋やその関連業者が存続し続けており，再編自体は続いているが，機屋やその関連業者
が減少することによって織物の集積としての機能が十分に発揮されなくなっており，織物
から機械への集積の再編は低成長期にほぼ完了したと考えられる。 
 
第５章では，両毛地域の特徴を明確にするために，両毛地域と同様，繊維から機械への
集積の再編を経験した諏訪・岡谷地域との比較検討を行った。諏訪地域は，疎開企業の進
出と残留，地元企業の中核企業への成長といった外部環境の変化に適応しながら，製糸業
の集積から軍需品製造を経て戦後精密機械，エレクトロニクスを核とする機械工業の集積
に再編された地域であった。このような外部環境の変化に適応しながら集積を再編した点，
内陸部に位置する集積という点は両地域に共通した特徴であった。 
 その上で，本論文の５つの分析視角に基づき，両毛地域と諏訪地域の産業集積を比較し
たところ，同じ繊維産業の集積地であっても，集積の再編過程には大きな違いが見られた。
それは，諏訪地域が戦前の製糸業の集積から戦時期の軍需品製造を経て戦後精密機械産業
の集積へ再編されたのに対し，両毛地域は戦前の織物の集積から戦時期の航空機部品・設
備の製造を経て戦後織物集積の復興と衰退，自動車を中心とする機械工業の形成と発展と
いう，ダイナミックな再編過程を辿っていたということである。 
 こうした違いは主軸産業の変化，中核企業の展開，経営資源の蓄積から生じていたと考
えられる。すなわち，諏訪地域では，戦前の製糸業から戦時期の軍需品産業，戦後の精密
機械産業に主軸産業が転換していたのに対し，両毛地域では戦前の織物業から戦時期の航
空機産業，戦後は織物業から自動車産業というように，主軸産業が大きく変化していた。
また，諏訪地域では戦時期の疎開企業が戦後も残留し，疎開企業が中核企業であり続けて
いたのに対し，両毛地域では戦後中島飛行機という中核企業を失いながらも，戦後新たに
多様な出自の中核企業が生まれていた。さらに，蓄積された技術もこれらの展開の違いに
影響を与えていたと考えられる。 
 このように，同じ繊維から機械への集積の再編を経験した地域であっても再編過程や再
編を可能にした要因は地域によって大きく異なると考えられる。すなわち，両地域には異
なるダイナミズムが存在したのである。 
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Ⅲ 結論 
両毛地域の主軸産業は，戦前の織物業から戦時期の航空機産業を経て高度成長期には自
動車産業へと大きく変化した。戦前，桐生，足利は日本有数の絹織物の産地であったが，
戦時期には戦時統制政策によって織物業は消滅し，新たに航空機産業が展開した。また，
戦後復興期には桐生，足利の織物業の復興と共に家庭用品や織物機械等の機械工業の展開
が見られた。高度成長期には足利の織物業，低成長期には桐生の織物業が衰退する一方，
自動車産業を中心とした機械工業が急速に発展した。機振法が自動車関連の中核企業の事
業活動を資金面で支え，繊維産業政策による織機の買い上げが機屋からプラスチック成型
業への転換を促進したように，高度成長期の産業政策は両毛地域の機械工業の発展に一定
寄与した。 
主軸産業の変化と産業政策の展開は，両毛地域に新たな中核企業を生み出した。戦前，
桐生，足利には中核企業は存在しなかったが，戦時期に中島飛行機が中核企業になり，中
島飛行機の主力工場のある太田を中心に機械工業が展開した。戦後中島飛行機は解体され，
高度成長期に複数の中核企業が両毛地域に存立するようになった。機屋，織物機械業者な
どの地元企業と戦時期に疎開し戦後残留した企業，この時期に他地域から進出した企業が
自動車の一次サプライヤーとして中核企業に発展したのである。また，低成長期には工業
団地への進出企業も中核企業に発展した。このように，中核企業は広がりを見せながら増
加したのである。 
これらの中核企業の展開は，集積内の中小企業の事業展開にも大きな影響を与えた。個
別企業の多様な事業展開を可能にしたのは，個別企業あるいは集積の内部に蓄積された経
営資源であった。すなわち，個別企業内に蓄積された経営資源（技術，資金，設備・資材，
人材，企業家精神など）と集積内に蓄積された経営資源（ネットワークなど）を動員しな
がら，個別企業は主軸産業の変化や中核企業の展開に適応したのである。 
個別企業が個別企業あるいは集積の内部に蓄積された経営資源を動員しながら事業転換
を繰り返すことによって個別企業の集合である産業集積も変化した。桐生，足利の織物の
集積は戦時期の一時的な解体と戦後復興を経て，低成長期には衰退したのに対し，戦時期
の中島飛行機を核にした機械工業を基盤に高度成長期に両毛地域を範囲とした機械工業集
積が形成された。さらに，低成長期には現在につながる機械工業の分業構造が確立し，集
積の機能も高まり，機械工業集積として発展を遂げた。 
以上のように，主軸産業の変化によって両毛地域に新たな中核企業が誕生し，これらの
中核企業を核に集積内の個別企業が事業転換を繰り返すことによって個別企業の集合であ
る産業集積も，構造と機能の変化や経営資源の蓄積を伴いながら，桐生，足利の織物の集
積から両毛地域の機械工業集積というより広い地域を範囲とした集積にダイナミックに再
編されたのである。 
以上に述べた産業集積の再編をもたらした諸要因の相互作用が両毛地域における産業集
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積のダイナミズムであった。両毛地域と同様に，諏訪地域も主軸産業の変化や中核企業の
展開に適応しながら繊維から機械に集積を再編した地域であった。その点で両地域は類似
の特徴を有しているが，実際には異なる再編過程を辿っていた。すなわち，諏訪地域と両
毛地域では産業集積のダイナミズムが異なっていたのである。 
 
